第32回　施設処遇検討会議　議事録　H23.2.21

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：・木村春子・須々田珠実・小笠原嘉紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦綾・中村文洋・小坂和子

　　　　　　　　　　　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M・秋山S.G.M
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上平ユリ子・馬渕豊子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：小笠原　嘉紀
議題

１：小笠原富治様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：鈴木茂子様　　（青山荘入所者様）の処遇について

１：小笠原　富治様　（青風荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

１　単独での社会参加が難しい（公共施設や交通機関の利用）

介入方法

・定期的に面談を行って、気になる事や関心ある事の引き出しを行っていく。

・映画の新作情報や興味を持ちそうな話題を提供し、外出の意欲を持たせていく。

・交通機関の利用について、見守りを行いながら繰り返し練習を行っていく。

・目的に合わせた公共施設の利用が出来るよう援助を行っていく。（例　図書館での本の閲覧・借用）

２　体調管理（胃潰瘍の予防と腰痛）

○胃潰瘍について

・食事摂取量や体重減少の確認をしていく。体調について、様子確認や見守りを行っていく。

・かかりつけの八戸赤十字病院消化器科で定期受診・検査にて経過を観察していく。

○腰痛について

・定期的な面談や声掛けから、腰痛等の状態確認を行っていく。

・床や椅子への座り方によっては、腰に負担が大きく掛かってしまうことを説明、負担が掛かりにくい姿勢を情報提供していく。

・健康プログラムでは、ストレッチ等の無理をせずに動ける運動を促していく。

＜評価＞

　　７３歳と高齢ではあるが、日常生活は自立しており、特に介入を要する部分はない。社会資源の利用（バスを利用し、街に外出して映画鑑賞を行う）などについては、本人の興味の持てる映画の情報提供を行う。また貯蓄があるため、外出同行なども提案し、本人の興味や関心を引き出していく支援をこれからも継続して行っていく。
２：鈴木　茂子様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　脂質代謝異常症

＜問題点・介入方法＞

１　金銭管理

介入方法

退所までに４０万円を目標に貯金するために、出納帳を就け金銭管理の指導を重点的に行う（個別プログラムの実施）

２　生活指導

介入方法

・本人の掃除実施後はスタッフが確認を行う。

・衛生、保健指導の実施

・食事作り（段階的に）

３　対人交流

介入方法

・デイケアの月曜日から金曜日まで週５回利用。

・他者との物のやりとり（金銭のやりとりも含む）があった場合には、面談を実施し指導する。

＜評価＞

　　入所してから１ヶ月も経過しておらず、また事前調査の資料だけでは、処遇検討に必要な基本的な情報が不足している。本人の状態や事前の情報からある程度の生活能力は有していると思われるが、保護者の話などから衛生面など介入が必要な部分もあるという話もある。また入所してから物品のやりとりがあり、面談や指導を要している。これまでの入院の経緯などから金銭管理、基本的な生活指導、対人交流が必要であると考えられるが、まだ入所してからの期間が短い為、今後の状況を見ながら随時、必要な指導を行っていく。







